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本調査は，児童生徒の生徒指導上の諸問題の現状を把握し，今後の施策の推進を目的

に毎年実施されている文部科学省所管の統計調査です。

本概要は，暴力行為，いじめ，公立小・中学校の不登校，公立高等学校の長欠・中途

退学，自殺に関する平成24年度調査の本県分（千葉市を含む）を取りまとめたものです。

１ 調査項目及び対象

（１）暴力行為

県内全公立小・中・高等学校

（２）いじめ

県内全公立小・中・高等学校及び特別支援学校

（３）小学校及び中学校における不登校の状況等

県内全公立小・中学校

（４）高等学校における長期欠席の状況等

県内全公立高等学校

（５）高等学校における中途退学者数等の状況

県内全公立高等学校

（６）自殺

県内全公立小・中・高等学校

２ 調査対象期間

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの１年間

３ 調査結果の概要

（１）小･中･高等学校における暴力行為の発生件数は２，８８７件で，前年度の

３，０８３件より１９６件減少。

ア 校種別発生件数

小学校における発生件数は５４６件で，前年度の５３９件より７件増加してい

る。

中学校における発生件数は２，０５６件で，前年度の２，２４５件より１８９

件減少している。

高等学校における発生件数は２８５件で，前年度の２９９件より１４件減少し

ている。

イ 形態別発生件数

（ア）対教師暴力

小学校における発生件数は８０件で，前年度の８３件より３件減少してい

る。中学校における発生件数は２１２件で，前年度の２５８件より４６件減

少している。高等学校における発生件数は２０件で，前年度の２１件より

１件減少している。



（イ）生徒間暴力

小学校における発生件数は３７６件で，前年度の３４１件より３５件増加

している。中学校における発生件数は１，１９６件で，前年度の１，２１６

件より２０件減少している。高等学校における発生件数は１７４件で，前年

度の１７７件より３件減少している。

（ウ）対人暴力

小学校における発生件数は４件で，前年度の１７件より１３件減少してい

る。中学校における発生件数は７３件で，前年度の５７件より１６件増加し

ている。高等学校における発生件数は８件で，前年度の１７件より９件減少

している。

（エ）器物損壊

小学校における発生件数は８６件で，前年度の９８件より１２件減少して

いる。中学校における発生件数は５７５件で，前年度の７１４件より１３９

件減少している。高等学校における発生件数は８３件で，前年度の８４件よ

り１件減少している。

（２）小･中･高等学校･特別支援学校におけるいじめの認知件数は２０，６８７件で，

前年度の７，３７８件より１３，３０９件増加。

ア 校種別認知件数

小学校における認知件数は１４，１７５件で，前年度の３，６７２件より

１０，５０３件増加している。

中学校における認知件数は５，９１６件で，前年度の３，５５６件より

２，３６０件増加している。

高等学校における認知件数は５６５件で，前年度の１３８件より４２７件増加

している。

特別支援学校における認知件数は３１件で，前年度の１２件より１９件増加し

ている。

（３）小学校における不登校児童数は，８５６人で前年度より４２人減少し，全児童に

対する割合は０．２６％で０．０１ポイント減少。

中学校における不登校生徒数は３，７３４人で前年度より１４５人減少し，全生

徒に対する割合は２．４２％で０．０９ポイント減少。

※不登校児童生徒数（平成２４年度に通算して３０日以上欠席した児童生徒の

うち「不登校」を理由とする児童生徒数）

ア 不登校になったきっかけと考えられる状況

（ア）小学校の児童で「不登校となったきっかけと考えられる状況」のうち上位３

つは，①無気力（１８．６％），②不安などの情緒的混乱（１８．３％）， ③

親子関係をめぐる問題（１１．１％）である。

なお「いじめ」は，１．７％となっている。

（イ）中学校の生徒で「不登校となったきっかけと考えられる状況」のうち上位３

つは，①無気力（２１．８％），②不安などの情緒的混乱（１７．５％），③い

じめを除く友人関係をめぐる問題（１２．２％）である。

なお「いじめ」は，１．８％となっている。

イ 不登校児童生徒への指導の結果状況

（ア）小学校の不登校児童で「指導の結果，登校する又はできるようになった児

童」の割合は，２８．４％である。



指導中の児童のうち，「登校には至らないものの好ましい変化が見られるよ

うになった児童」の割合は，１６．８％である。

（イ）中学校の不登校生徒で「指導の結果，登校する又はできるようになった生徒」

の割合は，３１．２％である。

指導中の生徒のうち，「登校には至らないものの好ましい変化が見られるよう

になった生徒」の割合は，１８．４％である。

ウ 「指導の結果登校するようになった児童生徒」に特に効果のあった学校の措置

（ア）小学校の児童で「『指導の結果登校するようになった児童生徒』に特に効果

のあった措置」のうち上位３つは，

①登校を促すため，電話をかけたり迎えに行くなどした（１２．３％）

②家庭訪問を行い，学業や生活面での相談にのるなど様々な指導・援助を行

った（１１．８％）

③保護者の協力を求めて，家庭関係や家庭生活の改善を図った（８．９％）

である。

（イ）中学校の生徒で「『指導の結果登校するようになった児童生徒』に特に効果

のあった措置」のうち上位３つは，

①登校を促すため，電話をかけたり迎えに行くなどした（１０．４％）

②家庭訪問を行い，学業や生活面での相談にのるなど様々な指導・援助を行っ

た（１０．１％）

③スクールカウンセラー，相談員等が相談にあたった（９．７％）である。

エ 不登校児童生徒が相談・指導等を受けた学校内外の機関等の結果状況

（ア）小学校の不登校児童で「相談・指導を受けた機関等の状況」のうち上位３つ

は，①スクールカウンセラー・相談員等（２３．２％），②養護教諭（１６．８％）

③教育委員会所管の機関（教育支援センターを除く）（１４．３％）である。

（イ）中学校の不登校生徒で「相談・指導を受けた機関等の状況」のうち上位３つ

は，①スクールカウンセラー・相談員等（３３．６％），②養護教諭（１７．３

％），③教育支援センター（１１．６％）である。

（４）高等学校における長期欠席生徒数は３，８１２人で，前年度の３，８９４人より

８２人減少した。全生徒に対する割合は３．６５％で前年度より０．１３ポイント

減少。

長期欠席生徒の中で不登校を理由としている生徒数は２，８９０人で，前年度の

３，０１７人より１２７人減少し，全生徒に対する割合も２．７７％で０．１６ポ

イント減少。

ア 「不登校となったきっかけと考えられる状況」のうち上位３つは，①無気力

（３６．７％），②あそび・非行（１４．１％），③不安など情緒的混乱（９．２

％）である。

なお「いじめ」は，０．１％となっている。

イ 不登校生徒が「相談・指導等を受けた学校内外の機関等の状況」のうち上位

３つは，①養護教諭（１６．０％），②スクールカウンセラー・相談員等

（１１．１％），③病院・診療所（３．９％）である。

ウ 長期欠席者３，８１２人のうち，「病気・けが」は３４５人で長期欠席者全体

に占める割合は９．１％，「経済的理由」は６６人で長期欠席者全体に占める

割合は１．７％，「不登校」は２，８９０人で長期欠席者全体に占める割合は

７５．８％，「その他」は５１１人で長期欠席者全体に占める割合は１３．４％

となっている。



エ 長期欠席者で「不登校」を理由としている生徒のうち，全日制の生徒数は

１，９５８人で全日制生徒全体に対する割合は１．９％，定時制の生徒数は

９３２人で，定時制生徒全体に対する割合は２５．７％である。

（５）公立高等学校の中途退学者数は１，５６３人で，前年度の１，７０７人より

１４４人減少し，年度当初の在籍者数に占める割合は１．５％であり，前年度の

１．７％より０．２ポイント減少。

（※平成２４年４月１日の在籍者数１０４，４５５人を基準とする中退率）

課程別に見ると，全日制が１，０８３人で，前年度の１，１７７人より９４人減

少し，定時制は４８０人で，前年度の５３０人より５０人減少している。

ア 課程別の中退率は，全日制が１．１％で前年度の１．２％より０．１ポイント

減少し，定時制は１３．２％で前年度の１４．８％より１．６ポイント減少して

いる。

イ 学年別の中退率は，第１学年では２．３％で前年度の２．４％より０．１ポイ

ント減少し，第２学年では１．５％で前年度の１．７％より０．２ポイント減少

し，第３学年では０．６％で前年度の０．７％より０．１ポイント減少している。

ウ 全中退者数に占める学年の割合は，第１学年では５１．６％で前年度の

４８．４％より３．２ポイント増加し，第２学年では３１．９％で前年度の３５．３

％より３．４ポイント減少し，また第３学年では１３．６％で前年度の１３．７

％より０．１ポイント減少している。

エ 中退の理由の上位３つは，①学校生活・学業不適応（５０．９％），②進路変

更（２２．６％），③学業不振（１２．９％）である。

（ア）「学校生活・学業不適応」の内訳として上位３つは，①もともと高校生活に

熱意がない（４７．１％），②授業に興味がわかない（１７．８％），

③人間関係がうまく保てない（１４．７％）である。

（イ）「進路変更」の内訳として上位３つは，①就職を希望（６３．２％），②別の

高校への入学を希望（２０．４％），③その他（９．１％）である。

（６）小･中･高等学校における自殺者数は１２人（小１人、中２人、高９人）である。



１　暴力行為

学校内 学校外 学校内 学校外 学校内 学校外 学校内 学校外 計

15年度 ５ ０ ７６ ０ ２０ ０ １０１ ０ １０１ -
16年度 ８ ０ ９３ １ ２３ ０ １２４ １ １２５ 24

対 教 師 17年度 １０ ０ ８９ ３ １８ ０ １１７ ３ １２０ △ 5
暴　  力 18年度 ２０ ０ １６５ ０ ２５ ０ ２１０ ０ ２１０ 90

19年度 ２９ １ ２４３ ０ ２３ ０ ２９５ １ ２９６ 86
20年度 ４５ ０ ２７９ ２ １８ ０ ３４２ ２ ３４４ 48
21年度 ６４ ０ １８３ ０ １４ ０ ２６１ ０ ２６１ △ 83
22年度 ７５ ２ ２７１ ０ ３０ ０ ３７６ ２ ３７８ 117
23年度 ８３ ０ ２４４ １４ ２１ ０ ３４８ １４ ３６２ △ 16
24年度 ８０ ０ ２１１ １ ２０ ０ ３１１ １ ３１２ △ 50
15年度 １５ １ ２１０ ４８ １２１ １６ ３４６ ６５ ４１１ -
16年度 ２４ ２ ２３２ ３６ １４６ ２２ ４０２ ６０ ４６２ 51

生 徒 間 17年度 ２４ ４ ２４７ ３７ １５３ ２３ ４２４ ６４ ４８８ 26
暴 　 力 18年度 ６３ ８ ３７０ ６９ １９３ ２２ ６２６ ９９ ７２５ 237

19年度 １３２ ９ ８３４ １０４ １７２ ２０ １,１３８ １３３ １,２７１ 546
20年度 １９９ ３５ ９６９ ９６ １８４ １９ １,３５２ １５０ １,５０２ 231
21年度 ２７８ １５ １,００６ １３７ １７７ ２０ １,４６１ １７２ １,６３３ 131
22年度 ３１７ ８ １,０６３ １４４ １７９ ２９ １,５５９ １８１ １,７４０ 107
23年度 ３１７ ２４ １,０８８ １２８ １５４ ２３ １,５５９ １７５ １,７３４ △ 6
24年度 ３５３ ２３ １,０４８ １４８ １５２ ２２ １,５５３ １９３ １,７４６ 12
15年度 １ １ １ ３６ ０ １６ ２ ５３ ５５ -
16年度 １ １ ０ ３２ ０ ８ １ ４１ ４２ △ 13

対　 人 17年度 ０ ０ ０ ３５ ０ １４ ０ ４９ ４９ 7
暴　 力 18年度 ０ ０ ２ ４３ ０ ９ ２ ５２ ５４ 5

19年度 ６ ２ ９ ６５ ０ １３ １５ ８０ ９５ 41
20年度 ４ ７ １０ ５３ ２ １２ １６ ７２ ８８ △ 7
21年度 １１ １ ２３ ７４ ０ １５ ３４ ９０ １２４ 36
22年度 ７ ３ １４ ５６ ０ １８ ２１ ７７ ９８ △ 26
23年度 １５ ２ ９ ４８ ０ １７ ２４ ６７ ９１ △ 7
24年度 ２ ２ ８ ６５ ０ ８ １０ ７５ ８５ △ 6
15年度 ２８ － ２０６ － ６４ － ２９８ － ２９８ -

　 16年度 ２３ － １７７ － ６１ － ２６１ － ２６１ △ 37
器　 物 17年度 １６ － ２７９ － ６８ － ３６３ － ３６３ 102
損　 壊 18年度 ３７ － ３４９ － ５０ － ４３６ － ４３６ 73

19年度 ４６ － ６５２ － ６４ － ７６２ － ７６２ 326
20年度 ４０ － １,０５１ － ７５ － １,１６６ － １,１６６ 404
21年度 ８６ － ８２１ － ５７ － ９６４ － ９６４ △ 202
22年度 １０９ － ８０１ － ５４ － ９６４ － ９６４ 0
23年度 ９８ － ７１４ － ８４ － ８９６ － ８９６ △ 68
24年度 ８６ － ５７５ － ８３ － ７４４ － ７４４ △ 152
15年度 ４９ ２ ４９３ ８４ ２０５ ３２ ７４７ １１８ ８６５ -
16年度 ５６ ３ ５０２ ６９ ２３０ ３０ ７８８ １０２ ８９０ 25
17年度 ５０ ４ ６１５ ７５ ２３９ ３７ ９０４ １１６ １,０２０ 130

合　　計 18年度 １２０ ８ ８８６ １１２ ２６８ ３１ １,２７４ １５１ １,４２５ 405
19年度 ２１３ １２ １,７３８ １６９ ２５９ ３３ ２,２１０ ２１４ ２,４２４ 999
20年度 ２８８ ４２ ２,３０９ １５１ ２７９ ３１ ２,８７６ ２２４ ３,１００ 676

 千 葉 県 の 問 題 行 動 等 の 概 要

中学校（件） 合　　計　（件）

形態・年度
増減

小学校（件） 高等学校（件）校種別

20年度 ２８８ ４２ ２,３０９ １５１ ２７９ ３１ ２,８７６ ２２４ ３,１００ 676
21年度 ４３９ １６ ２,０３３ ２１１ ２４８ ３５ ２,７２０ ２６２ ２,９８２ △ 118
22年度 ５０８ １３ ２,１４９ ２００ ２６３ ４７ ２,９２０ ２６０ ３,１８０ 198
23年度 ５１３ ２６ ２,０５５ １９０ ２５９ ４０ ２,８２７ ２５６ ３,０８３ △ 97
24年度 ５２１ ２５ １,８４２ ２１４ ２５５ ３０ ２,６１８ ２６９ ２,８８７ △ 196

２　い じ め
増減

15年度 ８７４ １,３５７ ５１ ２ ２,２８４ -
16年度 ６７８ １,１９３ ５８ ４ １,９３３ △ 351
17年度 ６１８ １,１８２ ６９ ２ １,８７１ △ 62
18年度 ４,６７１ ３,７４５ １７１ ９ ８,５９６ 6725
19年度 ５,１０３ ３,９７０ １４１ １２ ９,２２６ 630
20年度 ３,６４６ ３,２４４ １４５ ６ ７,０４１ △ 2185
21年度 ３,５７０ ２,９９７ ９３ １４ ６,６７４ △ 367
22年度 ４,２３９ ３,９３１ １５８ ７ ８,３３５ 1661
23年度 ３,６７２ ３,５５６ １３８ １２ ７,３７８ △ 957
24年度 １４,１７５ ５,９１６ ５６５ ３１ ２０,６８７ 13309

３　不 登 校

不登校児童数（人） 出現率（％） 出現率（％）

15年度 848         0.26 4,085 2.61 4,933 -
16年度 764         0.23 3,992 2.62 4,756 △ 177
17年度 776         0.23 4,091 2.72 4,867 111
18年度 821         0.25 4,190 2.72 5,011 144
19年度 819         0.25 4,363 2.89 5,182 171
20年度 811         0.24 4,340 2.87 5,151 △ 31
21年度 852         0.26 4,247 2.77 5,099 △ 52
22年度 871         0.26 4,182 2.74 5,053 △ 46
23年度 898         0.27 3,879 2.51 4,777 △ 276
24年度 856         0.26 3,734 2.42 4,590 △ 187

４　長期欠席の状況等

２０年度 99,616 2,851 2.86 4,523 4.54
２１年度 99,497 2,376 2.39 3,614 3.63
２２年度 101,647 2,506 2.47 3,684 3.62
２３年度 102,897 3,017 2.93 3,894 3.78
２４年度 104,388 2,890 2.77 3,812 3.65

５　　中途退学者 　　　６　　　自殺
年　　度 中退率 全日制 定時制 合計 増減 年度 小学校 中学校 高等学校 合計
１５年度 2.50% 2,280 545 2,825 - １５年度 0 0 4 4
１６年度 2.40% 2,162 423 2,585 △ 240 １６年度 0 1 5 6
１７年度 2.40% 2,105 488 2,593 8 １７年度 0 1 4 5
１８年度 2.42% 2,006 483 2,489 △ 104 １８年度 0 3 6 9
１９年度 2.36% 1,936 442 2,378 △ 111 １９年度 0 0 3 3
２０年度 2.19% 1,695 490 2,185 △ 193 ２０年度 0 3 4 7
２１年度 1.75% 1,305 440 1,745 △ 440 ２１年度 0 2 4 6
２２年度 1.62% 1,157 494 1,651 △ 94 ２２年度 0 1 5 6
２３年度 1.66% 1,177 530 1,707 56 ２３年度 0 1 0 1
２４年度 1.50% 1,083 480 1,563 △ 144 ２４年度 1 2 9 12

不登校生徒数（人）

生徒数 不登校

中学校（件）

小 学 校 不 登 校 生 徒 数

合　計（件）

増 減

922

病気・経済的・その他 長期欠席

高等学校

1,672

特別支援学校（件）

1,178

小学校（件）

長欠率

高等学校（件）

1,238

不登校率

877

中 学 校 不 登 校 生 徒 数

年度

合計（件）



(単位：延べ件数)

④ 器物損壊
校内 校外 校内 校外 校内 校外 校内

小学校 10 24 4 16 54
中学校 89 3 247 37 35 279 690 1020
高等学校 18 153 23 14 68 276
小学校 20 63 8 37 128
中学校 165 370 69 2 43 349 998 1425
高等学校 25 193 22 9 50 299
小学校 29 1 132 9 6 2 46 225
中学校 243 834 104 9 65 652 1907 2424
高等学校 23 172 20 13 64 292
小学校 45 199 35 4 7 40 330
中学校 279 2 969 96 10 53 1051 2460 3100
高等学校 18 184 19 2 12 75 310
小学校 64 278 15 11 1 86 455
中学校 183 1006 137 23 74 821 2244 2982
高等学校 14 177 20 15 57 283
小学校 75 2 317 8 7 3 109 521
中学校 271 1063 144 14 56 801 2349 3180
高等学校 30 179 29 18 54 310
小学校 83 317 24 15 2 98 539
中学校 244 14 1088 128 9 48 714 2245 3083
高等学校 21 154 23 17 84 299
小学校 80 353 23 2 2 86 546
中学校 211 1 1048 148 8 65 575 2056 2887
高等学校 20 152 22 8 83 285

学校種別年  度 小計

暴力行為の発生件数(千葉県)

計① 対教師暴力 ② 生徒間暴力 ③ 対人暴力

※ 暴力行為の定義（平成１９年度一部改訂）
　「暴力行為」とは，「自校の児童生徒が，故意に有形力（目に見える物理的な力）を加える行為」をいい，被暴力行為の対象によって，「対教師
暴力」（教師に限らず，用務員等の学校職員も含む），「生徒間暴力」（何らかの人間関係がある児童生徒同士に限る），「対人暴力」（対教師暴
力，生徒間暴力の対象者を除く），学校の施設・設備等の「器物損壊」の四形態に分ける。ただし，家族・同居人に対する暴力行為は，調査対象
外とする。
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平成22年度 847 497 58.7% 4,239 － 5.0

平成23年度 838 444 53.0% 3,672 △567【△13.4%】 4.4

平成24年度 837 658 78.6% 14,175 10503【 286.0%】 16.9

平成22年度 383 320 83.6% 3,931 － 10.3

平成23年度 382 311 81.4% 3,556 △375【△ 9.5%】 9.3

平成24年度 383 358 93.5% 5,916 2360【  66.4%】 15.4

平成22年度 153 49 32.0% 158 － 1.0

平成23年度 149 57 38.3% 138 △20【△12.7%】 0.9

平成24年度 149 79 53.0% 565 427【 309.4%】 3.8

平成22年度 35 3 8.6% 7 － 0.2

平成23年度 34 6 17.6% 12 5【  71.4%】 0.4

平成24年度 35 9 25.7% 31 19【 158.3%】 0.9

平成22年度 1,418 869 61.3% 8,335 － 5.9

平成23年度 1,403 818 58.3% 7,378 △957【△11.5%】 5.3

平成24年度 1,404 1,104 78.6% 20,687 13309【 180.4%】 14.7

増減【％】
一校平均

件数

小
学
校

計

特
別
支
援

学
校

※ いじめの定義（平成１８年度一部改訂）
　本調査において，個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は，表面的・形式的に行うことなく，いじめ
られた児童生徒の立場に立って行うものとする。
「いじめ」とは，「当該児童生徒が，一定の人間関係のある者から，心理的，物理的な攻撃を受けたことにより，
精神的な苦痛を感じているもの。」とする。なお，起こった場所は学校の内外を問わない。

いじめの認知状況（千葉県）
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平成２４年度　公立小中学校の不登校の状況について

１　小中学校における不登校児童生徒数の変遷

区分 年度 学校数
全児童生徒
数（人）

不登校児童
生徒数（人）

前年度との
不登校数の
差(人)

全児童生徒
に対する割
合（％）

前年度との割
合の差

小 平成12年度 860 329,973 904 0.27 0.00

平成13年度 860 327,851 831 -73 0.25 -0.02

学 平成14年度 859 327,455 839 8 0.26 0.01

　 平成15年度 859 329,643 848 9 0.26 0.00

校 平成16年度 859 329,922 764 -84 0.23 -0.03

平成17年度 858 331,897 776 12 0.23 0.00

平成18年度 855 333,374 821 45 0.25 0.02

平成19年度 854 332,846 819 -2 0.25 0.00

平成20年度 850 334,308 811 -8 0.24 -0.01

平成2１年度 845 333,929 852 41 0.26 0.02

平成22年度 847 333,188 871 19 0.26 0.00

平成23年度 838 331,232 898 27 0.27 0.01

平成24年度 837 325,557 856 -42 0.26 -0.01

中 平成12年度 385 172,422 4,541 2.63 0.24

平成13年度 385 167,559 4,629 88 2.76 0.13

学 平成14年度 385 161,781 4,301 -328 2.66 -0.10

平成15年度 385 156,398 4,085 -216 2.61 -0.05

校 平成16年度 384 152,280 3,992 -93 2.62 0.01

平成17年度 382 150,490 4,091 99 2.72 0.10

平成18年度 383 149,670 4,190 99 2.80 0.08

平成19年度 384 150,894 4,363 173 2.89 0.09

平成20年度 385 151,289 4,340 -23 2.87 -0.02

平成2１年度 383 153,337 4,247 -93 2.77 -0.10

平成22年度 383 152,764 4,182 -65 2.74 -0.03

平成23年度 382 154,643 3,879 -303 2.51 -0.23

平成24年度 383 154,563 3,734 -145 2.42 -0.09

　 平成12年度 1245 502,395 5,445 1.08 0.07

合 平成13年度 1245 495,410 5,460 15 1.10 0.02

平成14年度 1244 489,236 5,140 -320 1.05 -0.05

計 平成15年度 1244 486,041 4,933 -207 1.01 -0.04

平成16年度 1243 482,202 4,756 -177 0.99 -0.02

平成17年度 1240 482,387 4,867 111 1.01 0.02

平成18年度 1238 483,044 5,011 144 1.04 0.03

平成19年度 1238 483,740 5,182 171 1.07 0.03

平成20年度 1235 485,597 5,151 -31 1.06 -0.01

平成2１年度 1228 487,645 5,099 -52 1.05 -0.01

平成22年度 1230 485,952 5,053 -46 1.04 -0.01

平成23年度 1220 485,875 4,777 -276 0.98 -0.06

平成24年度 1220 480,120 4,590 -187 0.96 -0.02

２　平成２４年度　学年別不登校児童生徒数

【小学校】

区分 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

２４年度男子 23 36(4) 55(11) 90(26) 124(38) 155(44) 483（123）

２４年度女子 21 20(7) 42(15) 62(24) 108(29) 120(48) 373（123）

２４年度合計 44 56(11) 97(26) 152(50) 232(67) 275(92) 856（246）

【中学校】

区分 １年 ２年 ３年 合計

２４年度男子 402(136) 734(312) 821(478) 1957(926)

２４年度女子 416(133) 668(325) 693(425) 1777(883)

２４年度合計 818(269) 1402(637) 1514(903) 3734(1809)

３　不登校児童生徒の在籍学校数

中学校 383 361

合　　計 1,220 760

※（　）内は前年度から不登校の状態（３０日以
上）が継続している児童生徒の人数。中学１年
生については平成２３年度における小学校６年
生の不登校児童生徒の人数。

区　　　　　分 学校総数（校） 不登校在籍学校数（校）

小学校 837 399



４　不登校となったきっかけと考えられる状況

単位（人） 単位（人） 構成比（％）

い じ め 19 1.7% 79 1.8%

いじめを除く友人関係をめぐる問題 100 8.9% 537 12.2% ③

教師との関係をめぐる問題 22 2.0% 34 0.8%

学 業 の 不 振 61 5.4% 231 326 7.4% 1,196

進 路 に か か る 不 安 3 0.3% 20.6% 30 0.7% 27.2%

ク ラ ブ 活動 ・部 活動 等へ の不 適応 3 0.3% 49 1.1%

学校のきまり等をめぐる問題 7 0.6% 50 1.1%

入 学 、 転編 入学 、進 級時 の不 適応 16 1.4% 91 2.1%

家庭の生活環境の急激な変化 84 7.5% 134 3.0%

親 子 関 係 を め ぐ る 問 題 125 11.1% ③ 248 229 5.2% 462

家 庭 内 の 不 和 39 3.5% 22.1% 99 2.3% 10.5%

病 気 に よ る 欠 席 97 8.6% 226 5.1%

あ そ び ・ 非 行 15 1.3% 410 9.3%

無 気 力 209 18.6% ① 592 960 21.8% ① 2,661

不 安 な ど の 情 緒 的 混 乱 205 18.3% ② 52.8% 771 17.5% ② 60.5%

意 図 的 な 拒 否 46 4.1% 175 4.0%

そ の 他 、 本人 に関 わる 問題 20 1.8% 119 2.7%

そ の 他 44 3.9% 3.9% 30 0.7% 0.7%

不 明 7 0.6% 0.6% 48 1.1% 1.1%

合　　　　　　　　　計 1,122 100% 100% 4,397 100% 100%

中　　　学　　　校

③ ②

③

①①

②

本人の問
題に起因

区　　　　　　分

学校生活
に起因

家庭生活
に起因

構成比（％）
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3 計

校数　(%) 順位 校数　(%) 順位 校数　(%) 順位

 1 不登校の問題について、研修会や事例研究会を通じて全教師の共通理解を図った。 72  116  188
  ( 7.0)  ( 5.3)  ( 5.9)

 2 全ての教師が当該児童生徒に触れ合いを多くするなどして学校全体で指導にあたった。  67  149  216
   ( 6.5)  ( 6.8)  ( 6.7)

 3 教育相談担当の教師が専門的に指導にあたった。 28  93  121
   ( 2.7)  ( 4.3)  ( 3.8)

 4 養護教諭が専門的に指導にあたった。  44  114  158
　  ( 4.3)  ( 5.2)  ( 4.9)

 5 スク－ルカウンセラ－，相談員等が相談にあたった。  46  211  257
　  ( 4.5)  ( 9.7)  ( 8.0)

 6 友人関係を改善するための指導を行った。  68  132  200
 ( 6.6)  ( 6.0)  ( 6.2)

 7 教師との触れ合いを多くするなど、教師との関係を改善した。  86  172  258
   ( 8.4)  ( 7.9)  ( 8.0)

 8 授業方法の改善、個別の指導など授業がわかるようにする工夫を行った。  43  77 120
   ( 4.2)  ( 3.5)  ( 3.7)

 9 様々な活動の場面において本人が意欲を持って活動できる場を用意した。  74  114  188
   ( 7.2)  ( 5.2)  ( 5.9)

 10 保健室等特別の場所に登校させて指導にあたった。  76  199  275
   ( 7.4)  ( 9.1)  ( 8.6)

 11 登校を促すため、電話をかけたり迎えに行くなどした。 126  227  353
   ( 12.3)  ( 10.4)  ( 11.0)

 12 家庭訪問を行い、学業や生活面での相談にのるなど様々な指導・援助を行った。  121  221  342
   ( 11.8)  ( 10.1)  ( 10.7)

 13 保護者の協力を求めて、家族関係や家庭生活の改善を図った。 91  171  262
   ( 8.9)  ( 7.8)  ( 8.2)

 14 教育相談センター等の相談機関と連携して相談にあたった。  61  126  187
   ( 6.0)  ( 5.8)  ( 5.8)

15 病院等の治療機関と連携して指導にあたった。  17  53 70
   ( 1.7)  ( 2.4)  ( 2.2)

16 その他  4  11 15
 ( 0.4)  ( 0.5)  ( 0.5)

1,024 2,186 3,210

（注）複数回答を可としている。

(69.3)

(18.4) (18.1)

2

うち継続した登校には至らないものの好ましい変化が見られるようになった児童生徒

指導中の児童生徒
(68.8)

144 687 831

856 3,734 4,590

1 指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒
(28.4) (31.2) (30.7)

(71.6)

(16.8)

243 1,164 1,407

613 2,570 3,183

５　平成24年度　「不登校児童生徒への指導結果状況」

番号 区　　　　　分
小　学　校 中　学　校 計

人数　(%) 人数　(%) 人数　(%)

②

①

③

②

①

②

③

６　平成24年度　「指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒」に特に効果のあった学校の措置

計
番号 区　　　　　分

小　学　校 中　学　校

③

①



割合（％） 割合（％） 割合（％）
 計  計  計

310 164 129 3  861 677 236 27  1171 841 365 30
 ( 36.2)  ( 23.1)  ( 25.5)

①  97 73 60 3  432 ③ 405 182 17  529 ③ 478 242 20
教育支援センター（適応指導教室）  ( 11.3)  ( 11.6)  ( 11.5)

② 教育委員会及び教育センター等教育 122 ③ 72 60 0  245 207 85 5  367 279 145 5
委員会所管の機関（①を除く）  ( 14.3)  ( 6.6)  ( 8.0)

③  44 17 15 0  57 27 20 0  101 44 35 0
児童相談所，福祉事務所  ( 5.1)  ( 1.5)  ( 2.2)

④ 7 1 1 0 5 2 2 0 12 3 3 0
保健所，精神保健センター  ( 0.8)  ( 0.1)  ( 0.3)

⑤  41 11 10 0 91 17 9 2  132 28 19 2
病院，診療所  ( 4.8)  ( 2.4)  ( 2.9)

⑥  25 9 6 0  48 36 34 3  73 45 40 3
民間団体，民間施設  ( 2.9)  ( 1.3)  ( 1.6)

⑦  18 2 2 0  11 6 5 0 29 8 7 0
上記以外の機関等  ( 2.1)  ( 0.3)  ( 0.6)

 546  2873  3419
 ( 63.8)  ( 76.9)  ( 74.5)

 856  3734  4590
(100.0) (100.0) (100.0)

306  1659  1965
 ( 35.7)  ( 44.4)  ( 42.8)

⑧  144 ②  647 ②  791 ②
養護教諭による専門的な指導を受け
た人数  ( 16.8)  ( 17.3)  ( 17.2)

⑨ 199 ①  1254 ①  1453 ①
スクールカウンセラー，相談員等に
よる専門的な相談を受けた人数  ( 23.2)  ( 33.6)  ( 31.7)

 550  2075  2625
 ( 64.3)  ( 55.6)  ( 57.2)

 856  3734 4590
(100.0) (100.0) (100.0)

 258  1076  1334
 ( 30.1)  ( 28.8)  ( 29.1)

（５）　　上記⑧，⑨による相談・指導を
受けいない人

（６）　　　　（４）（５）の合計

（３）　      　　　　（１），（２）の合計

（４）⑧，⑨による相談・指導を受けた
実人数

７　平成24年度　「相談・指導等を受けた学校内外の機関等」

学
校
外

（１）①～⑦の機関等での相談・指導等を
受けた実人数

（２）①～⑦の機関等での相談・指導等を
受けていない人数

区                 分 指導要
録上出
席扱い
の人数

指導要
録上出
席扱い
（人）

通学定期
乗車券制
度の利用
人数

出席扱
いにし
た学校
数(校)

指導要
録上出
席扱い
の人数

（注）複数回答を可としている。「割合」は不登校数の中での割合を示す。

（７）上記①～⑦，⑧，⑨による相談・指導等
      を受けていない人数(学校内外の機関等で
     まったく相談・指導を受けていない人）

学
校
内

出席扱
いにし
た学校
数(校)

通学定期
乗車券制
度の利用
人数

計

人　数　 人　数　 人数

小　学　校

通学定期
乗車券制
度の利用
人数

出席扱
いにし
た学校
数(校)

中　学　校



１－（１）　公立高等学校長期欠席者数（在籍人数は学校基本調査５月１日現在による）　

全 日 制

定 時 制

全 定 合 計

（注）長期欠席者とは，一つの年度間に連続または断続して３０日以上欠席した者である。

１－（２）　理由別長期欠席者数　

長期欠席の理由 総数 出現率（％） 割合（％） 総数 出現率（％） 割合（％） 総数 出現率（％） 割合（％）

病気・けが 295 0.29 11.41 50 1.38 4.08 345 0.33 9.05

経済的理由 23 0.02 0.89 43 1.18 3.51 66 0.06 1.73

不　登　校 1,958 1.94 75.72 932 25.67 76.02 2,890 2.77 75.81

そ　の　他 310 0.31 11.99 201 5.54 16.39 511 0.49 13.41

合　　　計 2,586 2.57 100.00 1,226 33.76 100.00 3,812 3.65 100.00

２　不登校生徒における前年度の不登校の有無　

全 日 制

定 時 制

全定合計

（注）「その他」は，不登校生徒のうち前年度の不登校の状況が確認できなかった者である。

547 335 50

1,232 1,532 126 2,890

932

-0.13

全　日　制　計 　定　時　制　計 全　定　合　計

3,812104,388

（注１）出現率とは，理由別長期欠席者数の全生徒数に対する割合である。

（注２）割合とは，理由別長期欠席者数の合計に占める割合である。

-201

119

-82

2.57

33.76

3.65

長期欠席率

合　　　計

685 1,197 76 1,958

有 無 その他

前年度増減

平成２４年度   公立高等学校の長期欠席の状況について

100,757

在籍者数

3,631

前年比

-0.24

2.61

長期欠席者総数

2,586

1,226



３－（１）　課程別不登校生徒数

不登校生徒
数

出 現 率
（ ％ ）

不登校生徒
数

出 現 率
（ ％ ）

不登校生徒
数

出 現 率
（ ％ ）

１学年 547 1.89 547 1.89

２学年 631 2.32 631 2.32

３学年 540 1.95 540 1.95

単位制 240 1.41 932 25.67 1,172 5.67

合計 1,958 1.94 932 25.67 2,890 2.77

３－（２）　不登校生徒のうち中途退学・原級留置になった生徒数

不登校生徒
数

中退者数 中退率（％）
原級留置
者 数

原級留置率
（ ％ ）

全日制 1,958 561 28.65 47 2.40

定時制 932 279 29.94 14 1.50

全定合計 2,890 840 29.07 61 2.11

全定合計全日制 定時制



総数 総数 総数

4 0.2 0 0.0 4 0.1

117 5.5 36 3.9 153 5.0

3 0.1 4 0.4 7 0.2

97 4.6 41 4.4 138 4.5

49 2.3 8 0.9 57 1.9

29 1.4 0 0.0 29 0.9

21 1.0 20 2.1 41 1.3

74 3.5 18 1.9 92 3.0

394 18.6 127 13.6 521 17.0

47 2.2 29 3.1 76 2.5

97 4.6 21 2.2 118 3.9

28 1.3 11 1.2 39 1.3

172 8.1 61 6.5 233 7.6

83 3.9 28 3.0 111 3.6

289 ② 13.6 143 ② 15.3 432 ② 14.1

825 ① 38.9 297 ① 31.8 1,122 ① 36.7

188 ③ 8.9 94 10.1 282 ③ 9.2

75 3.5 108 ③ 11.6 183 6.0

71 3.3 49 5.2 120 3.9

1,531 72.1 719 76.9 2,250 73.6

12 0.6 18 1.9 30 1.0

14 0.7 10 1.1 24 0.8

2,123 100.0 935 100.0 3,058 100.0

割合（％）

家 庭 内 の 不 和

親 子 関 係 を め ぐ る 問 題

合 計

そ の 他

学
校
生
活
に
起
因

小 計

小 計

不 安 な ど 情 緒 的 混 乱

そ の 他 本 人 に 関 わ る 問 題

あ そ び ・ 非 行

無 気 力

ク ラ ブ 活 動 ， 部 活 動 等 へ の 不 適 応

学 業 の 不 振

進 路 に か か る 不 安

小 計

入 学 ， 転 編 入 学 ， 進 級時 の不 適応

家 庭 の 生 活 環 境 の 急 激 な 変 化

全定合計定時制

割合（％）

全日制

学 校 の き ま り 等 を め ぐ る 問 題

区  分

い じ め

いじめを除く友人関係をめぐる問題

教 職 員 と の 関 係 を め ぐ る 問 題

割合（％）

病 気 に よ る 欠 席

意 図 的 な 拒 否

4　不登校となったきっかけと考えられる状況（複数回答）

不 明

家
庭
生
活
に
起
因

本
人
の
問
題
に
起
因



総数 総数 総数

121 6.2% 20 2.1% 141 4.9%

指導要録上出席扱いとなった人数 6 1 7

①教育支援センター（適応指導教室） 1 0.1% 0 0.0% 1 0.0%

指導要録上出席扱いとなった人数 0 0 0

②教育ｾﾝﾀｰ等教育委員会所管の機関（①を除く） 7 0.4% 0 0.0% 7 0.2%

指導要録上出席扱いとなった人数 2 0 2

③児童相談所，福祉事務所 10 0.5% 2 0.2% 12 0.4%

指導要録上出席扱いとなった人数 4 1 5

④保健所，精神保健福祉ｾﾝﾀｰ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

指導要録上出席扱いとなった人数 0 0 0

⑤病院，診療所 99 ③ 5.1% 15 ③ 1.6% 114 ③ 3.9%

指導要録上出席扱いとなった人数 0 0 0

⑥民間団体，民間施設 5 0.3% 1 0.1% 6 0.2%

指導要録上出席扱いとなった人数 0 0 0

⑦上記以外の施設 2 0.1% 2 0.2% 4 0.1%

指導要録上出席扱いとなった人数 0 0 0

1,602 81.8% 775 83.2% 2,377 82.2%

235 12.0% 137 14.7% 372 12.9%

1,958 100.0% 932 100.0% 2,890 100.0%

452 23.1% 177 19.0% 629 21.8%

⑧養護教諭による専門的な指導を受けた人数 349 ① 17.8% 114 ① 12.2% 463 ① 16.0%

⑨ＳＣ，相談員等による専門的な相談を受けた人数 240 ② 12.3% 82 ② 8.8% 322 ② 11.1%

1,506 76.9% 755 81.0% 2,261 78.2%

1,958 100.0% 932 100.0% 2,890 100.0%

（３）不明

全　日　制 定　時　制 全　定　合　計

割合（％） 割合（％） 割合（％）

（６）上記⑧，⑨による相談・指導等を受けていない人数

（７）　　（５），（６）の合計

学
校
内

学
　
校
　
外

（１）①～⑦の機関等での相談・指導を受けた実人数

５　相談・指導等を受けた学校内外の機関等

区　　　　　分

（４）　　（１）～（３）の合計

（５）　⑧，⑨による相談・指導等を受けた実人数

（２）①～⑦の機関等での相談・指導等を受けていない人数



1ー（１） 公立高等学校中途退学者数(在籍者数は，４月１日現在による)

中退率（％） 前年比(％)

全日制 1.07 -0.11
定時制 13.18 -1.64

全定合計 1.50 -0.16

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

中退者数 2,105 2,006 1,936 1,695 1,305 1,157 1,177 1,083
中退率 2.04 2.00 1.97 1.75 1.35 1.18 1.18 1.07

中退者数 488 483 442 490 440 494 530 480
中退率 18.34 18.20 15.88 16.13 13.61 14.18 14.82 13.18

中退者数 2,593 2,489 2,378 2,185 1,745 1,651 1,707 1,563
中退率 2.44 2.42 2.36 2.19 1.75 1.62 1.66 1.50

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

全日制 2105 2006 1936 1695 1305 1157 1177 1083
定時制 488 483 442 490 440 494 530 480

1,563

全定合計

-144

１－（２）中途退学者（人数）・中途退学率（％）の推移

全日制

定時制

104,455

平成２４年度　公立高等学校の中途退学者の状況について

在籍者数（H24/4/1現在）

100,812
3,643

前年増減
-94
-50

中途退学者総数
1,083

480

2105 2006 1936
1695

1305 1157 1177 1083

488
483

442

490

440
494 530

480

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

１－（３）年度別中途退学者数の推移
全日制 定時制



２-（１）　学年別中途退学者数（全日制）

学年 在籍者数
（4/１現在a）

中退者数(ｂ)
中退
率

（ｂ/ａ　％）

中退率
前年比

(％）

学年割合

（％）

学年割合
前年比

(％)

1 34,624 587 1.70 -0.02 54.2 5.0
2 32,825 361 1.10 -0.24 33.3 -5.6
3 33,363 135 0.40 -0.04 12.5 0.6

合計 100,812 1,083 1.07 -0.11 100.0

２-（２）　学年別中途退学者数（定時制）

学年 在籍者数
（4/１現在a）

中退者数(ｂ)
中退
率

（ｂ/ａ　％）

中退率
前年比

(％）

学年割合

（％）

学年割合
前年比

(％)

1 1,172 220 18.77 -2.25 45.8 -0.8
2 974 138 14.17 0.59 28.8 1.4
3 923 77 8.34 -2.76 16 -1.7
4 574 45 7.84 -1.21 9.4 1.1

合計 3,643 480 13.18 -1.64 100.0

２-（３）　学年別中途退学者数（全・定　合計）

学年 在籍者数
（4/１現在a）

中退者数(ｂ)
中退
率

（ｂ/ａ　％）

中退率
前年比

(％）

学年割合

（％）

学年割合
前年比

(％)

1 35,796 807 2.25 -0.12 51.6 3.2
2 33,799 499 1.48 -0.23 31.9 -3.4
3 34,286 212 0.62 -0.10 13.6 -0.1
4 574 45 7.84 -1.21 2.9 0.3

合計 104,455 1,563 1.5 -0.16 100.0

３　中途退学の理由別割合

総数 割合(%) 前年比(%) 総数 割合(%) 前年比(%) 総数 割合(%) 前年比(%)

169 15.6 3.4 32 6.7 5.4 201 12.9 4.1
303 28.0 2.9 72 15.0 -5.8 375 24.0 0.3
88 8.1 -1.0 54 11.3 6.6 142 9.1 1.4
94 8.7 -0.4 23 4.8 -0.5 117 7.5 -0.4
40 3.7 -1.7 6 1.3 -1.9 46 2.9 -1.8
40 3.7 -0.5 76 15.8 5.0 116 7.4 1.1
56 5.2 0.0 16 3.3 -1.2 72 4.6 -0.4
7 0.6 -1.5 5 1.0 -0.1 12 0.8 -1.0

114 10.5 3.4 109 22.7 -4.5 223 14.3 1.0
10 0.9 -1.7 4 0.8 -0.1 14 0.9 -1.2
22 2.0 0.0 10 2.1 0.4 32 2.0 0.1
35 3.2 0.4 8 1.7 -0.9 43 2.8 0.0
10 0.9 0.1 11 2.3 -0.2 21 1.3 0.0
47 4.3 -0.9 31 6.5 0.5 78 5.0 -0.4
39 3.6 -2.2 10 2.1 -1.1 49 3.1 -1.9
9 0.8 -0.5 13 2.7 -1.5 22 1.4 -0.8

1083 100 480 100 1563 100

※資料中の割合の欄は四捨五入で処理した数値のため、合計と合わない場合がある。

家 庭 の 事 情

全日制 定時制

病 気 け が 死 亡
経 済 的 理 由

（注）単位制高校に在学する生徒については，平成２４年度入学生を第１学年，
      平成２３年度入学生を第２学年，平成２２年度入学生を第３学年，平成２１

別の高校へ入学を希望

      年度以前の入学生を第４学年とした。

合計

進
路
変
更

高卒程度認定試験を受験希望

その他

学
校
生
活

学
業
不
適
応

中途退学の理由

専修・各種学校への入学を希望

就職を希望

問 題 行 動 等
そ の 他 の 理 由

合　　計

学 業 不 振
もともと高校生活に熱意がない

授業に興味がわかない
人間関係がうまく保てない

学校の雰囲気が合わない

その他


